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医療連携室より
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下関リハビリȆーシȧン病ᨈ

地 ؏ に ݃ り ช い 、 地 ؏ と 共 に
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医療連携室より

アクǻス方法
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下関リハビリȆーシȧン病ᨈ

病ᨈ
ᬟ៻場

ᬟ៻場入ӝ

ご本人自身が決定できるように私たちがサポート・支援いたします！

䝯䞊䝹䛷䛾䛤┦ㄯ：renkei@shimoreha.jp┦ㄯཷ௜ TEL:083-232-5811 ᭶᭙日～ᅵ᭙日（日᭙ 䞉 ⚃⚍日䛾䛮䛟）
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上ᚡ以外のことでも 何かお׉りごとやご心配なことがございまいしたら、お気᠉に᳇᳍᳑までご相談下さい。

表紙の写真　　 一の俣温泉に行ったついでに、足を延ばしてみました。癒し効果絶大でした︕

手には技術、頭には知識、患者様には愛を基本理念
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 2023年度 新入ᎰՃ

32　外来リハビリでのӕりኵみ

�2 2022年度 当ᨈの実ጚ

52 2022年度 生活期リハビリ実ጚ

52 下関市ʼᜱʖ᧸૙ܴۀᚠ実ጚ

6・72 生活期リハビリアンケート

82 Ҕၲᡲઃܴより

医療連携室より

　通ᨈしていただき、日常生活でɧ自ဌを感

じている方、Ꮀ場ǁの࠙ࣄ、自動៻運転のϐ

᧏を目指したい方などを対ᝋにリハビリを提

供しています。身体機能の回ࣄやͤࡍを目指

すこと、˰みॹれた地؏で自分らしく

生活することを目標にしています。

Ҕၲ̬ᨖでのご利用となります。

　ご自ܡまで送ᡇを行い、ჺ時間（2 時間

ᆉ度）のリハビリを提供しています。

　歩行訓練や機械を̅ったト

レーニング、自主機能向上や

ᅈ会参加などに向けてӕりኵ

んでいます。ʼᜱ̬ᨖでのご

利用となります。

　ご自ܡに訪問し、心身の機能ዜ持・回ࣄ、

日常生活の自立のૅੲを行っています。ご

自ܡ生活において日常生活の自立とᅈ会参

加を目ႎとしています。

　主にʼᜱ̬ᨖ

でのご利用と

なります。

　ჺ時間運動特化型のサービスです。利用は

週 1 回まで、࠯日のҜ前・Ҝ後に 1 回 90 分

の運動を行っています。送ᡇは行っておりま

せん。

　ʼᜱ̬ᨖの要ૅੲ

1・2 や �5 ബ以上で

事業対ᝋ者が対ᝋです。

リハビリȆーシȧンを行うためには、いǖいǖな方法や場所があり、今回は当ᨈが行っている

ኰʼさせていただきます。

を『外来リハビリテーション』『通所リハビリテーション』『訪問リハビリテーション』『介護予防・日常生活支援総合事業』

医療ソーシャルワーカー
竹田 佳代

医療ソーシャルワーカー
坪井 美桜

医療ソーシャルワーカー
高田 七海

医療ソーシャルワーカー
北村 恭平
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ご本人の生活に合った地؏の

様ŷなС度や活動、ᅈ会参加

の必要ࣱをケアマȍ

ジȣーሁもʩ

えて相談し

ていきます。

一の俣桜公園・蒼霧鯉池

（撮影者：総務課  金子 貴子）

ᅶがٴ஺リハビリȇȹǸȨȴについて説明します

ᅶがᡬ৒リハビリȇȹǸȨȴについて説明します

ᅶがᚨգリハビリȇȹǸȨȴについて説明します

ᅶがʽᜲʗ᧹ȸ଑ࠞင෈૆ੳዯӴʚಆについて説明します

ᅶたち、Ҕၲǽーシȣ

ルワーǫーは、ご自ܡにᡚᨈさ

れてからどのように生活を送っ

ていきたいか、ご本人・ご家ଈ

のご希望などをお聞き

します。

ご本人の

以前から持っているጟがりや

できることにბ目させていただき、

あくまでもご本人自身が

ൿ定できるようにサȝート・ૅੲ

していきます。

3 月に自宅退院された 43 名のうち、21 名の方々に、当院の生活期リハビリにて

引き続きリハビリを継続していただいています。（外来リハビリ 13名・訪問リハビリ8名）
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　４月１日より、看護部長として就任

いたしました三澤幸代と申します。私

は、新卒でカマチグループに入職し、

平成 24 年より関東のグループ回復期

病院の立ち上げに参加させて頂きまし

た。今回、転籍を機に山口県に引っ越

してまいりました。病院勤務はなおの

こと、生活するのも初めての地となり

ます。また、下関リハビリテーション

病院は、当グループの発祥の病院であ

り、就任にあたり身の引き締まる思い

でいっぱいです。

　当院は、主に脳卒中や骨折など急性

期病院で治療を終えられた方に対して、

集中的なリハビリテーションを提供す

る専門の病院です。その中でも脊椎損

傷・パーキンソン病・心疾患と専門に

特化した病床を有しております。患者

さんが疾患・障害を持ちながらもより

良い在宅生活や職場復帰ができるよう、

入院時より多職種チームで１人１人の

患者様・ご家族様に関わります。看護・

介護職は、患者様が 1ヶ月～ 3ヶ月～

6ヶ月と経過を追っていく中で、少し

ずつ出来なかった事が出来るように

なっていくことを一緒に喜び、患者様

の持てる力を引き出せるような関りを

心掛けております。

　今後も患者さんの退院後の生活を見

据え、より良い看護・介護を提供でき

るよう日々学びを深め、地域の皆様に

選んでいただける下関リハビリテー

ション病院を目指し、頑張っていきた

いと思っております。これからも、皆

様からのご指導、ご鞭撻の程よろしく

お願い申し上げます。

Ⴣᜱᢿᧈ

ɤຓ ࠳ˊ（みさわ さちよ）

よろしくお願いします

ようこそ！下リハへ

ようこそ！
ようこそ！
ようこそ！

へ

自分らしさを再建する

その人らしく、 いきいきした

人生を送っていただくため

に、 患者様と外来リハビリス

タッフは今日も一生懸命リハ

ビリに取り組みます！
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ˊᘙ者によるሉᠴ ᠴˋʩ付

「社会参加」を目標にしている患者様の
リハビリ内容や経過をお話しします！

Ĭ 当ᨈᡚᨈ後、外来リハビリとݼіૅੲを 

 ́用しながら、身体機能᩿の向上とӷ時 

 にᎰ業訓練を行う。

ĭ ݼіૅੲ事業所とリハビリ担当スタッフ 

 と話し合いを行い、ऴإ共ஊと今後の進 

 め方について話し合いを行う。

Į あるᆉ度リハビリが進んだとこǖで、事 

 業所からᎰ業体᬴の実施。

į Ꮀ業体᬴をኺてࢽられた問᫆点を本人様 

 とリハビリスタッフにて共ஊし、よりݦ 

 ᧉႎで実用ႎなリハビリを計画し実 

 施する。

İ ݼіૅੲ事業所から様ŷなᎰ業体᬴ 

 を提供して頂き、それに合わせリハ 

 ビリの内容をᛦૢ・最ᢘ化し、より 

 明ᄩな目標をध者様と立てていく。

実際の

風景

20ബˊ ဏࣱ

職場体験にて「段ボールを運ぶ際
に落としてしまった」とのこと
だったため、段ボールを持って移
動する訓練を行いました。

仕事中の会話でのやり取りなど、
職場でも必要とされるコミュニ
ケーション能力を鍛えます。

「外来リハビリ」を利用してみて
いかがでしたか？

スタッフの感じがとても良く、
リハビリが楽しい。筋力訓練
で握力が強くなったり、言葉

のリハビリでコミュニケーションが
スムーズになったりと、目に見えて
成果が出ていることが嬉しい。

基礎体力強化も兼ねた、応用動作
訓練を実施します。

単語の中から間違った”仲間
はずれ” を選択し、理由を説
明する課題をしました。

砂袋を使って、腕の筋力強化

を兼ねた訓練を実施しました。

更
に
重
い
物
を
持
っ
た
状
態
で

の
応
用
動
作
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　当院の外来リハビリでは、職業や
学校生活に復帰するためのリハビリ
を行うことが少なくありません。
　復帰先の職場や学校の環境・状況
を把握した上で、その患者様に必要
な身体能力をリハビリにて獲得し、
社会へ復帰（「社会参加」）して頂く
ことが、外来リハビリを行う上での
一つの役割だと考えています。

Q

ध

者様の声

理学療法室  副主任

遠山 明之介

外来リハビリでのӕりኵみ

季刊誌 オレンジ vol.38

ᡚᨈ後のリハビリは

ᅶたちにお˓せくださいᲛ

当院外来リハビリでは、身体機能を高める訓練以外にも
「社会参加」をテーマにリハビリに取り組んでいます。

リハビリ
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2022 年度 生活期リハビリ実ጚ
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下関市からの委託を受けて、
３種類の教室を７会場で行いました。
下関市からの委託を受けて、
３種類の教室を７会場で行いました。
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2022 年度 当ᨈの実ጚ
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年ᱫ・ࣱ別

入ᨈध者၌ध別

在ᨈ日ૠ

78.4 歳

平均年齢

男性   74 歳

女性 81.5歳

最高年齢

男性 96 歳

女性 99 歳
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8,433

6,921

642
対象外5.5％

廃用・心臓

運動器

脳血管
45.4％

34.3％

14.8％

（人）

84.5％
ᵐᵎᵐᵐ ࡇ࠰
࢘ᨈྙ࠙ࣄܡנ

全国平均77.9％

目標はあくまでも
ご自宅に復帰すること。
目標はあくまでも

こと。こと。こと。こと。

院
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林

研
二
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全国平均

当院平均

当院平均在院日数

合計 ： 97.2 日

全国平均在院日数

合計 ： 102.2 日

急性期

25.2日

急性期

31.7日

回復期

72 日

回復期

70.5 日

5日

短縮

対象外5.0％

廃用・心臓

運動器

脳血管
38.4％

40.8％

15.6％

27,115 件／年

発症後できるだけ早期に受け入れ、
早期の在宅復帰を目指しています。

退院後は 外来リハビリ、
訪問リハビリ、通所リハビリ、
そして総合事業と、アフター
フォローも充実しています。

看
護
部
長　

三
澤

幸
代

生
活
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

主
任　

林　

修
平

　高齢者が介護を必要とする状態
になることを予防し、生活をより
豊かにするため、運動機能の向上、
栄養改善、口腔機能の向上その他
介護予防に役立つ普及・啓発を行
う教室や講座が下関市主催で実施
されています。当院は市の委託事
業として、介護予防教室を開催し
ています。教室の内容は、ストレッ
チ体操、筋トレ、有酸素運動、脳
トレ、健康講話、ノルディック
ウォーキングなどを行っています。
各教室、週に 1 回の開催で 90 分
の運動を提供しており、実施期間
は 1か月～ 3か月程度です。
　昨年度は『いきいき運動教室』
を 5 教室、『フレイル予防（運動・
栄養・口腔等）教室』を 3 教室、
『ウォーキング（ノルディック
ウォーク等）教室』を 2 教室の計
10教室を担当させて頂きました。

2023年度も
開催します！

年度も
！

リハビリテーション科
理学療法室

副主任 坂梨 純子
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介護予防教室
下関市主催の

開催しました！

2022年
度の

報告

市内に住む65才以上の方を対象に募集し、参加していただきました！

住み馴れた地
域で

暮らし続ける
ために、

まず健康でい
ることが

重要です！！

参加者の声
プログラムがしっかりして
いて飽きずに続けられた。
プログラムがしっかりして
いて飽きずに続けられた。

テレビを観ているときに軽い
運動を取り入れるようになった。
テレビを観ているときに軽い
運動を取り入れるようになった。

考えながら運動や食事を
とるようになった。
考えながら運動や食事を
とるようになった。

生活にハリが出た。
行動する機会が増えた。
生活にハリが出た。
行動する機会が増えた。

初めてのノルディックウォークに
参加し歩く楽しさを改めて感じた。
初めてのノルディックウォークに
参加し歩く楽しさを改めて感じた。

身体が軽くなった。歩く時
つまずかなくなった。
身体が軽くなった。歩く時
つまずかなくなった。

ウォーキング
教室

市民センター・勝山公民館
川中公民館
市民センター・勝山公民館
川中公民館

市民センター・安岡公民館市民センター・安岡公民館

西部公民館・彦島公民館
北部公民館・市民センター
西部公民館・彦島公民館
北部公民館・市民センター

いきいき
運動教室
フレイル
予防教室

参加人ૠ（ࡨべ）194 Ӹ



生活期リハビリアンケート

意
答

意

答
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答
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答

意
答

意

答

・ おかげ様で本人がやる気を出してリハビリをして

 います。

・ 趣味であるグランドゴルフの練習に行き始め、１日４ゲーム回ることが
 できました。リハビリのおかげだと、家族全員喜んでいます。
・ スタッフの皆さんがとても親切で、リハビリに来て運動をする

 のがとても楽しく、２時間があっという間に終わります。

・運転手さんの気配りが細やかで安心して送り出せています。

利用者様の

訪問リハビリ
アンケート実施 327 件

通所リハビリ
アンケート実施 238 件

総合事業
アンケート実施 115 件

外来リハビリ
アンケート実施 291 件

こんな意見も…

声

◆職員の対応はいかがでしたか？

◆リハビリの効果はいかがでしたか？

◆職員の対応はいかがでしたか？

◆職員の対応はいかがでしたか？

アンケートに
ご協力いただき
ありがとう
ございました

◆訪問リハビリの効果はいかがでしたか？

◆通所リハビリの内容・効果はいかがでしたか？

未記入1件やや不満7件

大変満足
85件

やや不満 未記入8件 4件

満足
141件

悪い1件 未記入1件

未記入5件

116件
大変良い良い

119件

・ リハビリの時間を楽しみに通っています。特にその日の状態に応じて内容を

 工夫してご指導いただき、丁寧な説明と対応に感謝しております。何よりも

 笑顔で丁寧な言葉遣いや優しさに、心もリラックス出来ています。

・ 自分の今までの人生で一番感謝の言葉をかける場所であったと

 思います。ありがとうございました。

・ 前向きな気持ちになれたこと、ありがたく感謝しております。

・コロナ対策の下、きちんと対応していただいている上で、リハビリ

 もしっかりと行ってもらっています。ありがとうございます。

機械よりマッサージの方が良いので、マッサージを多くしてもらいたい。

家庭での自主トレメニューがあれば嬉しい。

一人ひとりのご病気やお怪我に合わせた自主

訓練メニューをご用意しています。ご意見を

頂いた上で、きちんと提供できるように工夫

してまいります。

利用者様の目標に合わせたリハビリ計画を立てて実施しています。なる

べく必要なリハビリを提供していますが、ご希望がありましたら、担当

リハビリスタッフと相談して頂ければと思います。

利用者様の

こんな意見も…

声

マシーントレーニングについてはパワーアップして欲しい。

リハビリについて分かりやすく説明して欲しい。

音楽が流れているが聞こえにくい。

好きな曲をリクエストしても良いでしょうか？

各種マシーンにおける最大負荷量でも物足りない方は、自主

訓練の提案やスタッフとの個別訓練内にて対応させて頂きま

す。スタッフまでお申し付けください。

個別でのリハビリについては、都度担当スタッフに

聞いて頂ければ分かりやすく説明させて頂きます。

気持ちよくリハビリが出来るように、音量に配慮していきます。

また、懐かしい曲や好きな曲など流して欲しい音楽

がある方は、リクエストをお待ちしております。出

来る限り対応いたします。

利用者様の

こんな意見も…

声

・ 訪問リハビリ以後、ベッドからトイレまで自分で

 歩いて行くことが出来るようになりました。

・ 毎回リハビリ後に、日常生活（行動）の注意点を

 指導していただき、助かります。

・ 音楽を利用しての歩行訓練、いいアイデアですね。

 リズムにのって頑張ります。

時間が変更になることで、都合が悪い時があります。

過去に皆で出かけたと聞きました。地区別でも良いので、何人か

が集まって新年会や花見などを行いたい。いつも一人なので年に

１～２度そういう行動があれば楽しそう。目標にできると思う。

５月以降に新型コロナウィルスが５類相当に格下げされます。市中

感染状況にもよりますが、感染対策を十分にした上で、出来る行事

を検討したいと思っています。その際は是非ご参加ください。皆で

楽しみましょう。

定期受診や担当者会議などの関係で、変更させて頂いております。

原則、時間変更がないように努めていきたいと思いますので、今後

共ご理解を賜りますようお願い申し上げます。

とても良い
204件

とても良い
96件

良い
85件

良い
190件

利用者様の こんな意見も…声

◆職員の対応はいかがでしたか？
◆脳トレ内容はいかがでしたか？

・ １週間に１回ですが、２回あったらいいな。

 来るのが楽しいです。

・ ここに来て皆さんとお話しできるし、家に

　ひきこもりにならず、一週間に１回ですが

 気分転換になり楽しいです。

運動内容、種類を増やして欲しい。

自分の体力と脳の衰えに、ついて行けない

ことがある。

半月に１回ではありますが、InBody

測定や心身機能評価を行っていきます。

自身の体の変化に合わせて、運動の方

法や負荷量など、ご提案させて頂いて

おります。無理なく継続していく事が

大切です。

2023 年度中に新しい運動プログラムを導入

できるよう、現在準備を進めています。ぜひ

楽しみにお待ちください。

大変良い
92件

良い
23件

未記入1件

大変満足
15件満足

18件

◆運動内容はいかがでしたか？
やや不満 2件 未記入1件

大変満足
54件満足

58件

良い
115件

大変良い
212件

未記入3件

大変満足
170件

満足
149件

ハンドベルで演奏しました♪

 工夫してご指導いただき、丁寧な説明と対応に感謝しております。何よりも

 笑顔で丁寧な言葉遣いや優しさに、心もリラックス出来ています。

リハビリ

機械よりマッサージの方が良いので、マッサージを多くしてもらいたい。

 工夫してご指導いただき、丁寧な説明と対応に感謝しております。何よりも

 笑顔で丁寧な言葉遣いや優しさに、心もリラックス出来ています。

リハビリ
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医療用体成分分析装置

（インボディ）
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下関リハビリȆーシȧン病ᨈ

地 ؏ に ݃ り ช い 、 地 ؏ と 共 に

S h i m o n o s e k i  R e h a b i l i t a t i o n  H o s p i t a l

ンレレǪǪ ジ
Бᛏܓ

C O N T E N T S

医療連携室より

アクǻス方法

Ū,4 下関ᬜよりࢻ歩５分

Ūサンデンʩ通ᇦ߃Ȑスͣよりࢻ歩１分

ローǽンᲥȝプラ

中׎ᩓ力

,4
下関ᬜ

Ū

Ū

下関Ⴣᜱリハビリ
Ȇーシȧンఄܖ Ū

ᐱޛのဋᐱՓৎ

注意

のဋ方᩿からޛ

のӫ৵は

できません。

ᐱ޽ࢠ

ᢊ׎ 191 ӭዴ

下関リハビリȆーシȧン病ᨈ

病ᨈ
ᬟ៻場

ᬟ៻場入ӝ

ご本人自身が決定できるように私たちがサポート・支援いたします！

䝯䞊䝹䛷䛾䛤┦ㄯ：renkei@shimoreha.jp┦ㄯཷ௜ TEL:083-232-5811 ᭶᭙日～ᅵ᭙日（日᭙ 䞉 ⚃⚍日䛾䛮䛟）

䠕 㻦 䠌 䠌 ～ 䠍 䠓 㻦 䠌 䠌

上ᚡ以外のことでも 何かお׉りごとやご心配なことがございまいしたら、お気᠉に᳇᳍᳑までご相談下さい。

表紙の写真　　 一の俣温泉に行ったついでに、足を延ばしてみました。癒し効果絶大でした︕表紙の写真　　 一の俣温泉に行ったついでに、足を延ばしてみました。癒し効果絶大でした︕

手には技術、頭には知識、患者様には愛を基本理念

22　Ⴣᜱᢿᧈኰʼ

 2023年度 新入ᎰՃ

32　外来リハビリでのӕりኵみ

�2 2022年度 当ᨈの実ጚ

52 2022年度 生活期リハビリ実ጚ

52 下関市ʼᜱʖ᧸૙ܴۀᚠ実ጚ

6・72 生活期リハビリアンケート

82 Ҕၲᡲઃܴより

医療連携室より

　通ᨈしていただき、日常生活でɧ自ဌを感

じている方、Ꮀ場ǁの࠙ࣄ、自動៻運転のϐ

᧏を目指したい方などを対ᝋにリハビリを提

供しています。身体機能の回ࣄやͤࡍを目指

すこと、˰みॹれた地؏で自分らしく

生活することを目標にしています。

Ҕၲ̬ᨖでのご利用となります。

　ご自ܡまで送ᡇを行い、ჺ時間（2 時間

ᆉ度）のリハビリを提供しています。

　歩行訓練や機械を̅ったト

レーニング、自主機能向上や

ᅈ会参加などに向けてӕりኵ

んでいます。ʼᜱ̬ᨖでのご

利用となります。

　ご自ܡに訪問し、心身の機能ዜ持・回ࣄ、

日常生活の自立のૅੲを行っています。ご

自ܡ生活において日常生活の自立とᅈ会参

加を目ႎとしています。

　主にʼᜱ̬ᨖ

でのご利用と

なります。

　ჺ時間運動特化型のサービスです。利用は

週 1 回まで、࠯日のҜ前・Ҝ後に 1 回 90 分

の運動を行っています。送ᡇは行っておりま

せん。

　ʼᜱ̬ᨖの要ૅੲ

1・2 や �5 ബ以上で

事業対ᝋ者が対ᝋです。

加を目ႎとしています。

リハビリȆーシȧンを行うためには、いǖいǖな方法や場所があり、今回は当ᨈが行っている

ኰʼさせていただきます。

を『外来リハビリテーション』『通所リハビリテーション』『訪問リハビリテーション』『介護予防・日常生活支援総合事業』

医療ソーシャルワーカー
竹田 佳代

医療ソーシャルワーカー
坪井 美桜

医療ソーシャルワーカー
高田 七海

医療ソーシャルワーカー
北村 恭平

医
療
ソ
ー
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ル
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ー
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ー

主
任
上
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子

ご本人の生活に合った地؏の

様ŷなС度や活動、ᅈ会参加

の必要ࣱをケアマȍ

ジȣーሁもʩ

えて相談し

ていきます。

様ŷなС度や活動、ᅈ会参加

の必要ࣱをケアマȍ

一の俣桜公園・蒼霧鯉池

（撮影者：総務課  金子 貴子）

ᅶがٴ஺リハビリȇȹǸȨȴについて説明します

ᅶがᡬ৒リハビリȇȹǸȨȴについて説明します

ᅶがᚨգリハビリȇȹǸȨȴについて説明します

ᅶがʽᜲʗ᧹ȸ଑ࠞင෈૆ੳዯӴʚಆについて説明します

ᅶたち、Ҕၲǽーシȣ

ルワーǫーは、ご自ܡにᡚᨈさ

れてからどのように生活を送っ

ていきたいか、ご本人・ご家ଈ

のご希望などをお聞き

します。

ご本人の

以前から持っているጟがりや

できることにბ目させていただき、

あくまでもご本人自身が

ൿ定できるようにサȝート・ૅੲ

していきます。

3 月に自宅退院された 43 名のうち、21 名の方々に、当院の生活期リハビリにて

引き続きリハビリを継続していただいています。（外来リハビリ 13名・訪問リハビリ8名）




